
146.昭和61年度滋賀県下に

おける発掘調査紹介

その 2

13.東海・北陸・山陰系の土器供伴

近江町高溝 狐塚遺跡

昭和59年度より笑施している民間宅地開発にi半う狐

;燦遺跡の発術調盗l立、今年度 は西側について線交を笑

施した。当巡紛qま縄文平均1*大川式tll'安!文の出土が知

られているが、今回は同時1mと思われる石鍛 ・浩匙を

発見した。弥生前Wl新段階の蛮片t;l:、稲作の始i僚を教

えてくれ.ij{J、生中期I~ミの沼状務ち込みに従事長された紋:

入石斧t;J:長さ 14cIIl、刃l陥 3CJJl、 J!').:さ 4CmをiWJリ役灰質

頁岩で北九州や紛鮮半l斗の石材と同一である可能性が

;L'j <、然然として伝也ーされていた ことも考えられる。

'5治時代詩1~1t11 には方形周お軍基 2~ ' 機 2 粂が検出さ

れ、在地の受口状口縁を有する裂の他に胎土が呉なる

布留式認5・1明らかに東海からの般入品である S字状 口

挟入石斧

緑・を右ーする裂や欠山式の

iむ轡を受lすたパレススタ

イルの丹徐護 ・山|没の銭

形総台 ・北陸月彰式の蛍

若手、地理的E誌上克も反映 し

て畿内はもとより 東海 ・

山陰 ・北l後との交流を示

す古式土日f同誌がある。

4徒巡湖;1;1:狐塚の西方に

あリ 、13.場主主備に先立つ

事前;調査においてせ:itjl時

代前J!)J布mWJの高杯 ・小

昭総合 ・ 小]f~遂を出土す

る i'tl~ 1条、殺良11寺代の 3

PrllX 2間の線立紅建物2

彼等を発見した。布留j切

の27i杯 1;1:多分に耳目iI止の欠

LLJ式のjたれをくむもので

ある。

狐t家の東南方に立地す

る似戸i立粉、では縄文土器

のtl:.I土が見られ、前WJ北 白川l下層IIB式爪形文や大成

山式凸術文 ・ 中 Wl船元式や皐木式 ・ 後J~I中w式 ・ lぬWI

鳥見塚式条痕文土総が確認される。

以上3i立跡{まI也被的にみると怠長氏の拠点集落とい

う位55付けができ 、朝鮮半島をむ含めた廊辺地主主との

交易関係を如実に物諮っているものと理解される。

今後、織文集落のあり方、弥生~古.tJ1II寺代の交流、

古蹟 ・寺院と築認 との関係、 集?存の推移当事研究すべき

課題が多い。

(近江町教育委只会中川 通:1:) 

14.古墳時代の木製品多量に出土

米原町下多良 入江内湖周辺遺跡

今 回倒査を実施した入江内湖周辺逃跡lま、従来ま っ

たく知られていないi立湖、であ うた。ところが当該I也に

滋賀県立カルチャ ーセン ターが建設されることとなリ 、

事前に試抑制査を実地したところ、木製品が出土した。

このため、昭和60lf.3月より 7月まで改めて約5，OOOm'

を発綿絢貸した。

本巡鈎:の基本的なj首I子は、 1J，強土、211J耕土、3灰

色粘土， 4鉄色聴納土、5W灰色粘土、611音褐色腐紅l

土(スクモ用)、7灰色砂とな っている。これらjjk手段j訟

のうち、第 6府中に 多誌の木製品が保存状態も良好に

包含されていた。 問問中の共f~'土総が庄内~消jW/式で

あることより、木製品むほぼこのI時!~Iのものであろう

と考え られる。

出土 し た木製品{ま数 ~i，1:立にのぼっている。主なもの

としては、建築苦1)村(キi:・悌子)、武具 (納 ・弓)、JM
i1J~* (懸杵 ・僧 ・問脚悠 ・火鎖臼)、l災緋具 (鍬 .WJ). 

柄 ・えぷ 1)) 、 *i宅犯具 (刀 )f~ ・ 剣形 ・ 舟形 ・同総 ) 、 述

綴具 ()iJ'.概 )、機織兵など多岐にわたっている。

このうち凶例l盟主と問盤に t;l:i)江田正文僚の装飾が泌され

ており、注目される。 またほ径40cmを11111る大型の木製

議醤肇孟

実IJ形 ・刀形木製品
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お杯も出土しており、見込み部分にはべンズfラ朱が塗

られている.

今回の調盗で遺怖は自然流路しか検出されなかった

が、調査池全域に木製品を包含するスクモ廓が確認で

き、入江内湖i立跡の範囲がさらに広がるミとがわかっ

た.また出土した木製品(i、今後の近畿地方古境時代

木製品の悲本的資料となりうるものであり、今後の澄

物務理~に期待されよう .

(米原町教行委只会中弁 均)

15.旧内湖岸の縄文後 ・晩期遺跡

彦被市松原 松原内;湖遺跡

下水処担1¥施殺処設工事に伴う松原内iiiJJ遺跡の発錦繍

査は、 今年l立で21f.門を迎えた。 日昨宇年l皮立支号の調T森Eて，寸{は立4小、

銅z録事2等専事5のg切弥4ふ、生H

z絢潟査lはま1[1日l内i湖M初!問耳来u以i詰Jを対事象tとしたものである。制査では

干付与l-江戸時代の少佐の地紙、 i立物を除き、縄文i時代

後 . 11免J~jめら純資料を多~，(に検: 11 した。

さて、これらの資料の中で最も注目すべきものは、

へラ状木製品と丸木舟である.ヘラ状木~ぬ{主、琴の

?且形とも 巧・えられるむのであり、昨年度出土品の他、

青森県赴川中広・治跡、北海道必~けj易遺跡、三重県納

所i立跡のみで:11土例が匁1られる.絵原内湖出土品はそ

れらの中でb丸i:{. i盆存状況が良〈、絡子文、山形文む

優れたものである. 会長43.7cm を測る . 丸木舟(i完ff~

，f~ 2般を含め 9鍛分以上.の資料を得た 小断片となっ

て験出されたもの以外(i、t.'tてi削主83m前後の地点で

倹111した。I，i)時代の総叫で苅!解できる長命寺湖底i遺跡、

で(iil，H!，(81 JI1 ~~l、元水装illi司:では海政8301 前後でそれ

ぞれ)L木JiJ.を検出したと汀う 。松目立内Wj追跡での検出

レベルは7eA<1五のそれとはIl'一致する択である。 ζ の

ようにJL，j，Jij'の倹，'11レベルに 2名ーがtF:(i:する事実{主 、

今後の克也i.IJj.1付i，¥l1の水位変動史を与・えるうえて'多く

のlJ1j泌を提起するものとなろう .

その他、今年j交の，ìJi.J~院ではilミ駒山尚終結の土保や隠

岐illiのよ'.¥IIM:fi.下;.'，il7{のサヌカイト等の交易!rを勾iらし

ヘラ状木製品出土状況

める資料、石総 .9HN庁長木製品、・小形土総 ・土療墓 ・

土縁結纂といった銃犯 ・事事宇しを示す資料、建材(柱?) 

に使用されたと息われる木製品等の興味深い資料を多

量の土捺類ととむに倹出している.

(腕滋賀県文化財保必協会細川 修平}

16.特別史跡「彦根城J

県立彦根来高校校内武家屋敷跡発鋸調査

今回の調在地は彦~H減中婦と内仰によって区画され

た内的鎗(二ノ丸)にあたり、昭和55年に築地された

同校体育館総設に j'f.う，Jl4~H也の内1110 に隣被する。当地

区lir術Jt成下惣絵図J<!Jiより、代々間千;rjを有し、彦

被詩作老中の9-l!・JI設にあったj正!Pf氏の館である可能性が指

摘されている。

調授の紡来、袋土下が:)0.301の深さでl以さ約 O.lm

総の後世・の両足土Jt'jがあリ、これを|除去した第 4府上簡

で館l品lim巡柵(第一法制前)が検出された。第一巡fj時

前1;]:調査区凶IIlljユド而で良好なifi:rf.状況を示すものの、

東側半面では後世建築物による削平が流しく、館関係

のj立fi'r.を把握することができなかった。この部分につ

いては更に約 0.3m械リ下げ、省~51M上而にて不定形

の浅い土坑群を検出して第二i立~~凶i とした.

館関i坐逃構には、 i約創立械、お組t品、 J'凶5土坑等が

あリ、個々の機能については現布他の武家屋段平蘭図

より検討している。いずれにせよ尿燥地のかなり奥向

の部分にあたるものと々えられ、{淀川人'!f・の生活空間

一腕/j'J路該当事・が忽定される.良野氏については誇資科

よりその人物像を怖さlれそうとぷみている。 しかし、

他の左中fiJ1:illなる政変のIfIIJ文、ぬl旬、.f1l!.彼等に変動

が見られるが、そのrlJにあ って良野氏li比較的安定し

た地位を{添っていた憾であリ、「針lH制見，jj阜の近世文f'~

の記、ドにも名だけがI\~Oよし fゆるだけで 、 í& ifìの炎純子;

にIHまtJdしてはこない，

リa:i'lt物はその大ヱ|土を陶般日誌が，Ijめる. 1I~1 手11551J'.の

調布出工ト.泌物に比してやや 'I'.ì ，~に多川される陶脱線が

多いむのと々 えられ、そよからお，'.f1t.J也のもつ以倣内に

第一遺術面(屋敷跡)会衆(東より)
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のとオ7・えられる。 るq 盟長穴住I苦l立第 1J羽に比較してノj、形になリ、カ?ド

この 8世紀i1it:11f.鮮の限界よ ')更に北側には平安時代 を庵外に張リ出す傾向を示す。また術i!L校建物には盟主

後WJ(12世紀代)と考えられる集洛の舷がりが31!定さ 穴住居と主軌をそろえ 、都を構成するものらみられる。

れ、本調疫においても{mi立柱主l!;物、ゴニj完空宇が総出され 第 3Jtf]li、織立柱建物て、梢Hたされ、主動hと|百jじ7わイ立

ている。しかし、この平安H寺代の集落!i奈良H寺代の主主 のl娃畔i誌ももを I~' う。この経由宇 lま、遺跡、南方の愛知t~1l二

然とたち1('ぷ建物若手とはかなリ性絡を異にし 、むしろ 拡がる古池;1!IJ(N 5' W) と合致し、犬上1J[1南部におけ

飲村といゥたよ良子会祭観が考えられよう。 る.iJZ型}(扇状地)の|刻発を捉えるよでll:t震な資事il・とな

( (jJ:j)滋賀県文化財保設協会消水 尚) ろう p

現千五までに椛認されたi滋跡のrr!.図i止、南北 500111・

京商 300mを;W)明、次年度以降に継続する絢査によっ

て下之郷i窓跡、の全容がEI月らかにされると期待される。

(GI~)滋賀県文化財{財産協会宮崎幹山)

19.寺坊か城か。大規模土塁確認、

多賀町敏;満溌寺 敏満寺i遥盆跡

{敏政i満tが的t品3号汗Fはz苧p:安師吟寺t付代t_s釜主附H

税干杭1正:のi訪日:止計争11唯社 (多災S.Aの雨に{位立f詑在する) 付i近丘を本

堂として、1菊谷・北谷 'illi谷とよばれる広い11m援を狩

ち、多くのl苔盆が担:ち:>lt.んでいたとされている。今ま

て'の絢伐においてむ、数多くの1};跡や南大門跡とされ

るものが硲認されており 、今は名神的i速道路がこの{削l

訟のは11"中央を南北l二縦断し、凶谷とされている丘陵

は多災 S.Aとなっている。

今回の調笈は この闘を千の北西Ii[¥で、殺:1犬に分かれた

尾恨の先端部にあるテラス状3J1.;殴i7fi、ニ硫iを中心に行

った。ここは平野音11との比高経が20m以上ある荷台で、

lij~王立は良〈 、 北 i叫左手[1山から、雨は観音.:;!.P I幻までをー

恕できる。

制任したこ聞は、いずれも耳工事的な色合いが労iいた

め、各々務妨'N札l、No.2 とした 。 NO. l は尾十i~光消音11 を

空現ï!により切リ離し(この~Jhî\の多くは車道のため多

くをJlllめ11:てられているが、たち釧リの結来、東西1':

l't.iiliしている可能性が強、、)周囲を高さ 1- 5.5111の

おける機能勢・がi与さ出されるものと期待 している。

{糊j設:eo県文化財保級協会治水 尚)

17.奈良~平安時代の集落跡検出

甲良町尼子 尼子商遺跡、

当i怠納q;t.UB干日59年、 60if-/.交の到資において盟主穴式住

居、掘JI.羽:建物、議苦手が多数検出され、出土j立物よ り

7世紀前半からlロ2i租H
事猟純相徒L認されている。

今回の繍疫においても60年度調主主区に隣核する地区

より 8世紀代と考えられる煽立校建物が数燃検出され

た。一辺約 0.8mのカIf.H緒方をもち 、枇プi:!ま径約 0.2

- 0.3111をiJlllる。しかし、浴怖が冶・に存する範囲は60

年度剣先区よ リ約30111ffi皮北1111jまでであリ、当該j也に

おける 8i!t紀代j盆制球tの北|浪の一部分が把tlilされたも

奈良時代遺構群 (北西より )

18.白鳳~平安時代の大集落検出

甲良町下之郷 下之郷遺跡

i，~j来乎型}の北蒋1$を流J.1. る った上)1 1 の左j際扇状地 Lに当

jS跡iま立地する。このJ;Ti状lIJ!J-.には、 7-8世紀代の

J，前五遺跡、が密集してお')、長賞n逃閥、 .法義守遺跡 ・尼

子I蒋遺跡 ・四寸九院i宣跡 ・同級型f逃WA;と下之抵!I;j立鍬:が

よj土後 1.5kmの阿内に所在する。

当j髭跡!;t.、昭和59if-J笠に新たに発見されたi設問;て¥

県営は場記号骨ilに伴ヲ翻笈として 351'二討にあたる。

二 il までに発見された主な巡械は 、 盟~^住居跡601東

と11ft!).'!住建物27械であリ、 7世紀前iJ裟から 9世紀前紫

に至る年代が求められる。 このうち 、逃跡は 3つめ大

分
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1;1ッシュ 10m

{筋鰍図

土alで図み、北端に秘台、南西角に入口総裁を設けて

いる。内部施設は後t止めi党首しが激しく多くを残してい

なかったが、直行する数条の郎、礎石立ちの怨物、 9

m以上の首長さを測る石組の井戸等が検出fされた。 No.2 

i卓、 「 コ 1字状に土塁。が阻み、南側に2粂の3伝説~~がはいる 。

lお二ヒ遺物1;1:多くが15世紀後半から 16i!t紀初顔におさ

まるものであり、土mli総1Ul、倒産問昔号、輸入磁~;ç等が

検出された。また逃>>'fll街、 i章構!1ll土、磁石等におびた

だしい焼ご仁、炭、もし(1ま火を'苛jぴた痕が残っていた。

以上のことにより当遺跡は16世紀初頭に大きな火災

を伴う破壊がなきれ、 以後利用されることなく破事長さ

れた怒率的色合いの強いj主跡と考・えられる。今後、敏

制等及び地元二1:.袋との関係や、 16世紀初期のJf(事的施

設として多くの研究が期待される。

(側滋賀県文化財保慾協会 ;財団 洋三)

20.方形周溝墓群と条里村落の一部検出

能愛川町今 柿堂遺跡

昭和61年度分は59年度より 3 ヶ年 ~.I個で実施した最

終年度の翻資であり、昨年度平前プランを磁認した1;

1f3周淋纂・自然戸fj謹等の搬 1)込みを行なった。

まず方形鴎j務事i<I立5主主検出しているが、段大規模の

ものは-)ll約19mをi!llJリ、間織の深さは深いむのでが1

O.8m .:f)"~J支である。また、そのブランについては、J;t.æ:

する辺に|袋織帝11をむつものや、リ長り出 L苦I1をもつもの

が自につしその他、自然iiiJi藍と問機が小潟によ って

i震検出状況

と考えられるj援

がjit存していた。

その部分lま丸太

材を冶-!1iに分

告lJしてつくられ

たものが大半で、

長さは 2mを越

すもの Lある。

また、この筒所

から流れ出るj蒜

があり、般によって得られた水を取水するための用水

路と-'5・えて いる。おそらく 、この}清水路の耐fl自に 1;1;7)(

聞が丘、がうていたものと思われる。なお、この河道の

l時代繊1;1:-上記方J[}閥抗ち1if;と問機のものと考えられる。

その他には、 13世上紀頃の粂旦制地'MIJi;l~事~i内での掬iiL

ね:建物併を検出している。これらは 3グループ似岐に

分鈎され、それぞれに 1r.~J x 21J，;1の建物を対でもつこ

とが大きな特徴と してあげられる。

(1ì~登川町教脊委員会 llJ埼玉.一博)

21. 古墳時代前期の自然涜路地、ら祭記遺物・漁掛遺構

能登川町神郷斗函遺跡

斗鴎遺跡IH[)(刃山山総力、ら延びる微街地の中紘に佼

世し、 F命後する中沢i送跡ととらに体生時代米から中t止

に歪るまでの複合i位跡、として周知されている。今fJiilE
での主な検，'Bi立総r:t.向然流路 2粂、懸穴住居十数線、

ピットf:(i害事である。 2条の自然流i格1.:1:市高約 8m -15m 

で北京から南illi方向に蛇行 しており、劉ヨ主地の箇音11で

合流している e そのうち :11:織は当該逃~i主主主時代集rr;

の一応の北|浪を示すものと考えられ、 ?古蹟11.寺代の駁穴

住居にj!i:桜する北側からは多i去の木昔話、土需品が出土し

ている。このうち木総では舟形 ・ 剣形・刀 I[~ をはじめ

とする然犯遺物が良好な状態で」出土しており 、ほかに

む滑石製の有孔円板や手づくね土器等む認めらtLてい

る。さらい、骨rn隊内行花文鋭のW~砕片がIi\ニヒしている。

残存1;1:I'~区を中心とした

パチ/13で端部に若干の〈

連絡しているものや、ほとんど同一筋所にお いてひと びれを布し、いわゆる懸

まわ り大きなプランて"っくり併えを行うているものな 黍鋭としては限内では初

どが特徴的である。出土遺物は、供献用と云雪之られる 見のものである。 ~)l)十か

索、高杯の土号ianが一括出土.してお り、 概ね弥生時代 らの復EF、径はが~10cm を摂IJ

後期前半惨iに比定されるものである。板材等の木製品 リ、内区に 「袋五子係J

も出土しているが、これは一部周織内t.i葬の可能性を 銘のrJむが読みとれる。

示唆するものとも考えられ る。なお主体部l立法存して この鋭片も含め以上の逃 自然流路出土・紛童文銭

いなかった。 物f，'fは古.IJ'{ I時代における例川署長犯の-Wlj~lt として注目

上記:乃1修周f律義B手の北1111 では最大l~lHよ:) 15 m . i糸きがJ されよう。

1.8mをilliJる自然河遂を倹出している。この尚道がコ さらに自然i浪路では二つの;駿と、 t!(IJ労ìlll~Yi と J与えら

ーナーを成す部分には、杭材を打ち込んで構築された れる紋子IJが検出されている。 これは川相の狭まる位置を
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て'約50cmピγチてd打たれたD'mが491J認められたもの

で、枕列!日!には夜の茎の束を敷き並べられたものが遺

存していた。絞の東と抗手IJとの結束状況の復原は困難

であるが、上i況で検出されている曜と合わせて琵琶湖

から遡河する湖魚を捕る「上り後」ではないかと考え

られ、内水前漁法の歴史的展開を解明するものとして

食還な資料といえよう。

(能登)1111可教育委員会 i健闘 文雄)

22.文献と対比できる中~近世遺構検出

五個荘町宮荘 宮荘清水ヶ井遺跡

五個荘町のほぼ中央、神崎郡五個荘町大字宮荘字清

水ヶ井に所在し、車:の線広場建設に伴う調法である。

遺跡の現状{主、東を|徐〈三方を南北36m、東西40m

にわたりコ字形に、おき 2.8m • lt'M 6 mの土皐と t}.j¥を

巡らせており、当初(i中世の城館勤、かと考えた。

調授の結果、調査地には①江戸時代中 ・後期、②中

世、③奈良 ・平安時代の 31時期の文化碩を検出した。

この内、①{ま現存する弘化二年銘棟ネLを持つ建物や、

区有文替の天明六年銘 r近江神的苦f)北庄村絵図』のl時

刻lに当り 、井戸跡や建物礎石 ・織さ手を検出している。

r絵図』には、現存の土塁 ・織と建物鮮が捕かれてお

り、 「御蔵屋敷J と記入されてい る。なお、土塁や椀

{立中i!!:のi喧t制洋のjこに総築されていることが判明した。

②は15-16世紀を中心とした時期で、土坑や淋 ・ピ

ット1rf.を検出している。当該1切iまr宮五討す史』に言う

r~じ之J主合戦J !!1Jに当る。これは、永線三年に佐々木

六角氏の近習物顕であった宇野図怖守をはじめとする

北之1主(現宮;[)犯伎の被官三名が、浅井長政方に内

通し、主家に反自民を縦したとJH!Iニで、居館にi縫城したが

_Ij設の後敗犯している。r村史』でt;t、この三名を「北

之庄三人見むと事，;し、そのE号館跡を/J、字l村屋敷 ・殿屋

~J~ . Îl~1水ヶ手lーなどのi湖.?'t i也周辺とし ている。また 、 三

人郊との1当局iと伝放する塚も付近に点1Eする。

一方、③については 、奈良ー平安l時代のi立物包含層

を認めたのみである。これは、当i立跡に間接した'白・lE
般原敷地E弟、で検出している。約方-11町民主に涼を巡らし

た平安時代の府館跡に関係するであろう 。この居館跡

--.苧{→V司田宮:;'"11 !ま、後也・の

r名屋敷J

に先行する

ような謀関

市IJに係るも

のと理解.し

ている。

以上、今

世にかけての逃織を検出し、特に文献との対比が可能

な遺跡でもあり 、本町Tの中 ・近也・史の究明に資するも

のであった。

(五個荘町教育委員会林 純)

23.古墳時代中期の竪穴住居検出

五個荘町竜田 検図遺跡

神崎郡五倒;[町大字竜田字大地 ・浅井他に所筏し 、

こζiま:vt知川左岸中位扇状地蔚端の旧1"T道に沿った自

然堤防J上に占地する。

県営は場経{絡事業に伴う調査で、字大地地先 (A地

区)と字浅井地先 (B!也区)で遺構を検出している。

A.tlli区では、古墳時代中j切の箆穴住居跡 2縦と、奈

良時代にJlf;ーする搬立柱怨物跡 2練を検出し 、B地区で

は中也・のこ仁坑23基と総務を認めた。

土Iえの形状は 、一辺O.7-1.5mの方形で午、深さは検

出荷iから20-60cm程でフラットな底部となる。埋土中

からは 、人頭大~拳大の問機数仰を出土するものもあ

るが、大半lま土師絡のキsI片を微量出土するのみである。

なお、炭化物や骨片、事Iや木;fl'{痕は認められない。ニ

れらの土坑群を会体的に観る時、中央に笠間.tlliを縫い

て、周辺に 2-5 ~主総度の小r.手が 7-8群で鱗成して

いることがねlる。また、部分的な切り合い関係にある

ものの、その辺をほぼ同一方向に合わせるなど、相互

の存夜を:ti:殺した椛築法カム知れよう。

横田遺跡A地区

以上、

A 地区の

集落跡、に

ついては、

よリ南側

の字椴田

地先で先

年調査し

た、!日iiOJ

i直に沿う

奈良l時代

の術立主主建物跡、とも合わせて、 1放潟地上に占負!!した古

代築?存の一笑体として、地域史的f'先の継となるむので

ある。一方、 B地区の土jえ鮮は、確たる心紅{ま得てい

ないが、中l吐~~t也として理解するのが今のとよろ最も

妥当なようである。

(五個司王町教育委員会林 純)

24.室町後期の遺構群検出

秦荘町安孫子 安孫子城跡

安孫子城{主、 Ji党閣の世佐々木氏の被官であ った安孫

品~i滋詰~;. 1'.. l' 聞の調1キーで 子氏の居館跡として主nられており、等:曽川中流用状地

選機検出状況 は古代~近 の線高 100m付近に位置する。当械は、衛北 2城存夜

5 -



/ 

。
@ 

。
@p。@

したと伝えられており、南城

l立大字安孫子集落の北苦1)小字

r:械」イ寸近が推定されてい る。

また、今回その一部を調査し

た二|む;峻は、大字東出築協の北

西小字:r安孫子J付近を中心

とした地械が考えられておリ、

当地には昭和の初めまで土旦

若手の遺fI4カず残存していた。

今回の部資1:1、昭和61年 3

月-6月にかけて実絡 したも

1~ ~m Iので‘大手スーパー建設工事

|に伴うものである。調*'i、

井戸跡付近遺構図 脂綿建該部分の対象地北部を

中心に実施し、 以下の事実が明らかになった。

品2械として検出 したのは、土坑跡、概立主主建物跡、

泌跡、井戸跡などである。時期l主、室町時代後:!lJ1が中

心であり、一部江戸期に入ると思われる。調査員!!南西

部には、室町期に一部~地が笑施きれている。各遺舗

とら 、その:J:'l¥土中に多量の炭化物の混入が見られた。

遺物としては、室町期~江戸J切の信楽焼鉢、?甘す持続

終 ・毒事、納税のi'f磁椀、土師器皿、瓦質火金、古銭な

のが数筒所で検出された。祭休は l号窯と税;し、灰原

が伴っている。終f本の士見棋は現存長約2.3m、幅約1.0

mである。その術進lま約30cmの段差により燃焼部と焼

成部が明械に区分されている。燃焼部lま長さ約1.1m、

幅約 0.801め中央部が舟底に怨む絡円形である。焼成

部}I手、底面が約25-28皮の傾斜をもっ青年3粂とあぜ2

粂とにより桃成されている。あせ'Ii削平されているが、

おそらく 2段の|暗殺状の平.tB.rfriになると思われる。

織は附f部リ字状て1投大lts約20cmである。 ]号殺の灰原

は議体の南方約1.5mの{立寵にあり、東西約7.0m、南

北約 5.0mのi施銅にわたり広がっている。これ以外に

は、 1号然痘上に巡物が集中してtI:I土しており 、2号窯

灰原と称した。また、その東方約 200mの位訟にも灰

原らしき遺物包含j務が検出され、 3号窯灰原と称した。

造物は、 1号紫及びその灰Bまと 2考察灰原より 、総

称陶機片(俄 .011) ・祭道具 (三叉 1.チン .~é台)害事:

が山土している。年代としては10世紀後半と忠われる。

また、 3号線灰Jゑは 8世紀後半の*f.i恋総 ・土師器等が

出土している。(日野l町教育委員会 日永 w久男)

26.中世の墓地跡

日野町西日月寺 蓮台遺跡

どがある。剥在地北東部において検出された石組井戸 当逃旬、lま巡台野中世義務として知られておリ 、ug祁

:tw.土中からは、熔絡 ・土cmJill等がかなりまとまって出 42年の牧草地|刻終にi半う純益てのも数々の磁骨総 ・石仏、

土している。 五輪F答苦手がi検出さl'lた。今幽の調査は表土除去を必要

当該調査I也は安孫子北械の=1じ凶{開lに位置するものと とする箇所2ヶ所、踏11:2ャ所の計4地区にわけで爽

考えられ、当地付近から南東にかけての地妓に安孫守・ 施したが、いずれも中世墓若手の刻。域外であったため主

(北)械の施設が存することが明石花になった。 体音11自体の剰資はできなかった。わずかに第 2調査区

(著書荘町教育委員会 林 定信) に布いて 中世議の一宮11と考えられる石事IJを;検出し、そ

25.緑袖窯の発見
の1"1・ili:より長さ30cm、幅約20cmの三角形の右に線五11で

五輪土谷をおけもたものが出土 している。このjj~物につい

日野町中山 作谷察跡 ては現在のとこう!県内例は空目見し得ず、後内における

本遺跡は日野町大等:中山王子作 リ谷に所在し、従来よ

りi'草創陶お祭湖、が存有することは知られていた。立地

としては、水口丘鍛l勾msに形成された谷間の線高 155

s1 TliJf去の丘陵南約iItiにi立遣する。

i占拠:1 :金 lま団体'8'・ fl場終1~ii事業に

先立ち、関及ひ・県の告lij助を受け

て日聖J目T教育委員会が実施した.

;民地での調査は昭和61年 4月16

日に務手し 、工事により削平を '

受ける地域については同年 9月

58に完了したが、祭跡の正総 決

な分ィ布告宇を明li'{fにする ため、引-

き続き地形iH11盆及び俗気探査を

お~c1ï" I' である。

現時点での純資の結来、然体

H告と灰派または灰j蕊らしきも 作谷 窯 E自1

主lii仰を調査している 。

建命野中世:墓鮮はその総数すら把握し兼ねる総の数

であり、西明御手fに安佐される必台聖Tから発見された

石(ムだけで 300余体を数える。この貨車な歴史的資料

を荒廃 、 i飲i急塁手から守 っ てゆくために、中也・~~l月:の会
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第 2調査区石夢IJ途構(南より)

体{象を也被し、

I~I 聞に1Mする綿

"')UI等の山岳fM
fJ'j]を含めた西日月

縛寺周辺の中近

世における庶民

館f!1fの夜 り方を

考える必要があ

るfごろう。

(側j滋F{県文化財保設協会計?水 尚)) 


